
【家庭数】 

 
          

 

 

 

 

 

   

 

やーえ部門中学部就業体験 
 

中学部 3年生が 12月 18日（木）に立川福祉作業所で、中学部 2年生が 1月 27日（火）にニ

チイホーム国立で、それぞれ就業体験を行いました。 

 立川福祉作業所では、仕事の様子を見学したり、会議室で軽作業の体験をしたりしました。 

ニチイホーム国立では、3グループに分かれ、食堂のテーブル拭き、廊下の手すり拭き、廊下の

ダスタークロス掛けをそれぞれ体験しました。 

 実際の仕事場での作業は、学校での練習以上に緊張感や意欲をもって頑張れた生徒が多かっ

たと思います。貴重な経験を将来に生かしてほしいです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

就労選択支援 ～昨年 10月より開始～ 

 

就労継続支援 A型・B 型、就労移行支援といった現在の就労系障害福祉サービスは、多くの

障害がある人の就労を支えている一方、「利用申請前に就労能力や一般就労の可能性などを十分

に把握できない」「利用が始まると、そのまま利用が継続されやすい」などの課題もあります。

これらの課題解決のために、就労選択支援が始まりました。 

 就労選択支援を実施できるのは、障害者就労支援に一定の経験・実績があり、地域の就労支

援について適切な情報提供ができ、過去 3年間で 3人以上一般就労を実現している事業者です。

対象者は以下になります。本校でも 1 名、地域の障害者就労支援センターを中心に支援が行わ

れました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
就労選択支援に係る報酬・基準について≪論点等≫より 

 以前は、特別支援学校では、高校部３年生のみ就労アセスメントを実施していました。B 型

の利用意向が決まった後に就労アセスメントを実施することも多くあり、本来の意義を失って

いるのではと言われていました。そのため、就労選択支援では、３年生以外も対象にすること

や複数回利用できるようにするなどが検討されています。 

 今後も、就労選択支援に関しての情報提供をしていく予定です。そのために、在校生の福祉

課訪問を早に行うことも計画しております。 

東京都立立川学園 進路・キャリア支援部だより ２月号    

あしたのために
 令和８年２月２５日 

東京都立立川学園校長 

      市川 裕二 
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